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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子取引所において取引される商品の取引に関する市場情報を表示し、電子取引におい
て取り引きされる商品の取引を容易にする方法であって、
　ある商品についての現在の最高の買値及び現在の最低の呼値を含む内部市場を有する市
場情報を電子取引所から受信するステップと、
　取引する商品の量を設定し、
　価格軸に沿って設定した複数の価格レベルの種々の位置と対応する複数のグラフィカル
位置を含む買値表示領域を表示するステップと、
　価格軸に沿って設定した複数の価格レベルの種々の位置と対応する複数のグラフィカル
位置を含む売値表示領域を表示するステップと、
　現在の最高の買値の価格レベルに対応した位置を、買値表示領域内の第１グラフィカル
位置とし、取引量とも関連付けられた少なくとも１つの買い注文であって、前記買値表示
領域の複数のグラフィカル位置の内の第１グラフィカル位置にある現在の最高の買値で商
品の売買を可能とするための注文を、第１のインジケータで表示するステップと、
　新たな最高の買値を含む市場情報を受けると、前記価格軸に沿って前記第１のインジケ
ータを前記買値表示領域の複数のグラフィカル位置の内の第２グラフィカル位置に移動し
、この買値表示領域内の第２グラフィカル位置は、複数の価格レベルの内の一つの価格レ
ベルに対応し、新たな最高の買値を示す位置であって、第１グラフィカル位置とは異なっ
た位置であり、
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　現在の最低の売値の価格レベルに対応した位置を、売値表示領域内の第１グラフィカル
位置とし、取引量とも関連付けられた少なくとも１つの売り注文であって、前記売値表示
領域の複数のグラフィカル位置の内の第１グラフィカル位置にある現在の最低の売値で商
品の売買を可能とするための注文を、第２のインジケータで表示するステップと、
　新たな最低の売値を含む市場情報を受けると、前記価格軸に沿って前記第２のインジケ
ータを前記売値表示領域の複数のグラフィカル位置の内の第２グラフィカル位置に移動し
、この売値表示領域内の第２グラフィカル位置は、複数の価格レベルの内の一つの価格レ
ベルに対応し、新たな最低の売値を示す位置であって、第１グラフィカル位置とは異なっ
た位置であり、
　取引注文価格および売り又は買いを設定すると共に、取引注文を送信する単一アクショ
ンのコマンドを受け付ける複数のグラフィカル領域からなり、各グラフィカル領域は価格
軸の異なった価格に対応する、注文エントリ領域を表示するステップと、
　ユーザ入力装置の単一のアクションにより、（ｉ）取引注文の注文価格および売り又は
買いを含む注文コマンドの設定と、（ｉｉ）設定した取引する商品の量を含む注文コマン
ドを前記電子取引所に送るための送信との両方を行うため、前記注文エントリ領域の特定
のグラフィカル区域を選択するステップ、
を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記注文エントリ領域は、
　前記価格軸に沿った複数の価格レベルに対応した、前記商品の買いの取引注文を送信す
る単一のアクションコマンドを受信する複数のグラフィカル区域を含む買い注文エントリ
領域と、
　前記価格軸に沿った複数の価格レベルに対応した、前記商品の売りの取引注文を送信す
る単一のアクションコマンドを受信する複数のグラフィカル区域を含む売り注文エントリ
領域とをさらに含む、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記買い注文エントリ領域は前記買いの表示領域とオーバーラップし、前記売り注文エ
ントリ領域は前記売りの表示領域とオーバーラップする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記買い注文エントリ領域の前記買いの表示領域とのオーバーラップ部分において、前
記ユーザ入力装置により、前記第１のインジケータ上にカーソルを位置付ければ、前記現
在の最高の買値に対応するグラフィカル区域が選択され、前記商品の買いの取引注文を送
信することが可能となり、前記売り注文エントリ領域の前記売りの表示領域とのオーバー
ラップ部分において、前記ユーザ入力装置により、前記第２のインジケータ上にカーソル
を位置付ければ、前記現在の最低の呼値に対応するグラフィカル区域が選択され、前記商
品の売りの取引注文を送信することが可能となる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記単一のアクションの時点における前記カーソルの位置が買い注文エントリ領域内で
ある場合は、前記取引注文が買い注文である一方、前記単一のアクションの時点における
前記カーソルの位置が売り注文エントリ領域内である場合は、前記取引注文が売り注文で
ある、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　一つの取引注文を扱う場合において、前記デフォルトの取引量が用いられる、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　複数の取引注文を扱う場合において、前記デフォルトの取引量が用いられる、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　更に、複数の価格レベルの内の一つの価格レベルに合致するグラフィカル位置にエント
リされた注文インジケータを動的に表示するステップを有し、エントリされた注文インジ
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ケータは、エントリされた注文インジケータに対応する価格レベルで操作されたユーザの
取引注文を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記エントリされた注文のインジケータ上に位置付けられた前記ユーザ入力装置のカー
ソルを用いて、前記ユーザ入力装置の後続の単一のアクションに応じて、エントリされた
注文インジケータで表される前記取引注文を取り消すことをさらに含む、請求項８に記載
の方法。
【請求項１０】
　グラフィカル・ユーザ・インターフェースのウィンドウに、前記内部市場を中央に位置
させる再センタリングコマンドを受けるステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記買いの表示領域、前記売りの表示領域、及び前記注文エントリ領域が、垂直方向又
は水平方向に表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記買い表示領域及び売り表示領域は別個に表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記複数の価格レベルが前記価格軸に沿って示される、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記複数の価格レベルは、マニュアルの再配置コマンドを受けない限り、動かない、請
求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ユーザからインプットを受け、複数の取引注文に用いるための前記取引する商品の量が
設定され、ユーザ入力装置から連続する単一のアクションコマンドを受け、各単一のアク
ションコマンドは、電子取引所に取引注文を送信し、連続する単一のアクションコマンド
間において前記取引する商品の量を設定するまでもなく、各取引注文は前記取引する商品
の量に基づく取引量が設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記複数の取引注文は前記商品の買い及び売りの取引注文の組合せを含む、請求項１５
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のシングルクリックである
、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のダブルクリックである、
請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のシングルクリックである
、請求項２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のダブルクリックである、
請求項２に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のシングルクリックである
、請求項９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のダブルクリックである、
請求項９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のシングルクリックである
、請求項１５に記載の方法。
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【請求項２４】
　前記ユーザ入力装置の単一のアクションは、ユーザ入力装置のダブルクリックである、
請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　請求項１に記載の方法を実行するプログラムが記録された、コンピュータで読み取り可
能な記録媒体。
【請求項２６】
　請求項１に記載の方法をコンピュータで実行するプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（優先権）
本出願は、２０００年３月２日出願の「市場深度表示のクリックによる取引及びマーキュ
リー表示」（Ｍａｒｋｅｔ　Ｄｅｐｔｈ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｃｌｉｃｋ　Ｂａｓｅｄ　Ｔ
ｒａｄｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍｅｒｃｕｒｙ　Ｄｉｓｐｌａｙ）という名称の米国仮特許出願
に対する優先権を主張し、この出願の内容は、言及することにより本明細書に組み込まれ
る。
【０００２】
（発明の分野）
本発明は、商品の電子取引を対象とする。具体的には、本発明は、取引を実行するための
汎用性のある効率的なツールをトレーダに提供する。本発明は、商品に取引量および／ま
たは価格で取引することが可能なあらゆるものが含まれる商品の市場取引深度内で取引注
文を表示し、迅速に取引注文をエントリするのを容易にする。
【背景技術】
【０００３】
（発明の背景）
世界中で少なくとも６０の取引所が、株式、債権、先物、オプション、およびその他の商
品を取引するため、様々な度合いで電子取引を利用している。これらの電子取引は、次の
３つの構成要素に基づく。メインフレーム・コンピュータ（ホスト）、通信サーバ、およ
び取引参加者のコンピュータ（クライアント）。ホストは、完全にコンピュータ化された
電子取引システムの電子的中心部を形成する。システムの動作は、注文を照合すること、
注文簿および持高を維持すること、価格情報、ならびにオンライン取引日および夜間バッ
チ処理に関してデータベースを管理し、更新することをカバーする。また、ホストは、相
場ベンダおよびその他の価格情報システムに対する不断のオンライン・コンタクトを維持
する外部インターフェースを備えている。
【０００４】
トレーダは、次の３つのタイプの構造を介してホストにリンクすることができる。高速デ
ータ回線、高速通信サーバ、およびインターネット。高速データ回線は、クライアントと
ホストの間で直接接続を確立する。トレーダが物理的に位置する場所で世界中の戦略的ア
クセス・ポイントに高速ネットワークまたは通信サーバを構成することにより、別の通信
を確立することもできる。データは、専用の高速通信回線を介してトレーダと取引所の間
で双方向で伝送される。ほとんどの取引参加者は、障害の可能性に備える安全措置として
、取引所とクライアント・サイトの間、または通信サーバとクライアント・サイトの間に
２つの回線を設置する。また、取引所の内部コンピュータ・システムも、しばしば、シス
テム可用性を確保する冗長措置としてバックアップを装備している。第３の接続は、イン
ターネットを利用する。この場合、取引所およびトレーダは、インターネットに接続され
た高速データ回線を介して通信をやり取りする。これにより、トレーダが、インターネッ
トに対して接続を確立することができる場所であればどこにでも位置することが可能にな
る。
【０００５】
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接続が確立される仕方に関わらず、取引参加者のコンピュータにより、トレーダは、市場
に参加することができる。トレーダは、自身のデスクトップ上に特化した対話式取引スク
リーンを作成するソフトウェアを使用する。取引スクリーンにより、トレーダは、注文を
エントリして実行し、市場相場を入手し、持高を監視することができるようになる。スク
リーン上でトレーダが利用できる機能の範囲および品質は、実行される特定のソフトウェ
ア・アプリケーションに応じて異なる。取引所の電子戦略の開発にオープン・インターフ
ェースを設置することは、ユーザが、自身の取引スタイルおよび内部規定に応じて、自身
が取引所にアクセスする手段を選択できることを意味する。
【０００６】
世界の株式取引所、債権取引所、先物取引所、およびオプション取引所は、急速に変化し
乱高下する商品を有する。これらの市場で利益を上げるには、トレーダは、迅速に反応す
ることができなければならない。最も機敏なソフトウェア、最速の通信、および最も高度
な分析手法を有する熟練したトレーダは、自分または自身の会社の総決算を相当に向上さ
せることができる。ほんの僅かな速度の利点が、動きの速い市場で相当な利益を生む可能
性がある。今日の証券市場では、技術的に進んだインターフェースを欠いているトレーダ
は、競争上ひどく不利な立場にある。
【０００７】
市場に注文をエントリするのにトレーダがどのインターフェースを使用するかに関わらず
、各市場は、すべてのトレーダに同じ情報を供給し、またすべてのトレーダに同じ情報を
求める。市場における買いおよび売りが、市場データを構成し、取引所がこの情報を提供
する場合、取引にログオンしたすべての人がこの情報を取得することができる。同様に、
すべての取引所は、各注文にある情報が含められることを必要とする。例えば、トレーダ
は、商品の名称、取引量、制限、価格、および複数のその他の変量などの情報を供給しな
ければならない。この情報のすべてがなければ、市場は、その注文を受け付けない。情報
のこの入力および出力は、すべてのトレーダに対して同じである。
【０００８】
これらの変量が一定である場合、競争上の速度の利点は、取引サイクルのその他の態様か
らもたらされなければならない。所与の商品に関して取引注文をエントリするのにかかる
時間を分析すると、様々なステップが、必要とされる全体の時間に対して異なる量で寄与
している。注文をエントリするのにかかる全体の時間のおよそ８％が、商品に関する価格
をホストが生成した時点とクライアントがその価格を受け取った時点の間に経過する。ク
ライアント・アプリケーションが価格をトレーダに表示するのにかかる時間が、およそ４
％に相当する。取引注文がホストに伝送されるのにかかる時間が、およそ８％に相当する
。注文をエントリするのにかかる全体の時間の残りの部分、およそ８０％は、トレーダが
表示された価格を読み取り、取引注文をエントリするのに必要とされる時間に帰すること
が可能である。本発明は、取引サイクルの最も遅い部分の間、すなわち、トレーダが、手
作業で自身の注文をエントリしている間に、相当な利点を提供する。この部分における時
間の節約の価値が、年に数百万ドルにも相当する可能性があることをトレーダは、理解し
ている。
【０００９】
既存のシステムでは、注文が市場に送られるのに先立って、注文の複数の要素が入力され
なければならず、このことは、トレーダにとって時間がかかる。そのような要素には、商
品記号、所望の価格、取引量、ならびに買い注文が所望されているのか、売り注文が所望
されているのかが含まれる。トレーダが注文をエントリするのに時間がかかるほど、トレ
ーダが買いたい価格、売りたい価格が市場で変化する、または利用できない可能性が高く
なる。多数のトレーダが市場に同時に注文を送っているため、市場は流動的である。実際
、成功している市場は、注文をエントリすることを望むどのトレーダも照合を見出し、注
文が、即時ではないにしても迅速に満たされるような高い出来高を有するように努力する
。そのような流動的な市場では、商品の価格は、急速に変動する。取引スクリーン上で、
このことは、市場グリッド内の価格フィールドおよび取引量フィールドの急速な変化をも
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たらす。トレーダが、特定の価格で注文をエントリしようとするが、注文をエントリする
ことができる前に市場価格が動いたためにその価格を逸した場合、そのトレーダは、数百
ドル、数千ドル、さらには数百万ドルを失う可能性がある。トレーダが取引できる速度が
速いほど、トレーダが、自身の価格を逸する可能性が低くなり、また儲ける可能性が高く
なる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
（発明の概要）
本発明者は、既存の取引システムの欠点を克服し、取引所において電子取引を行っている
ときにトレーダが取引を発注するのにかかる時間を劇的に短縮する本発明を開発した。こ
れにより、トレーダの注文が所望の価格および所望の取引量で満たされる可能性が高まる
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明による「マーキュリー」表示及び取引方法は、垂直平面上または水平平面上に市場
深度を表示することにより、取引の高速で正確な実行を確実にし、市場深度は、市場価格
が変動するのにつれて平面全体を上下、左右に論理に従って変動する。これにより、トレ
ーダは、迅速かつ効率的に取引を行うことができる。
【００１２】
具体的には、本発明は、市場で取引される商品の市場深度を表示するためのグラフィカル
・ユーザ・インターフェースを対象とし、商品に対する市場における複数の買値および複
数の呼値に関する動的表示、ならびに複数の買値および複数の呼値に対応する価格の静的
表示を含む。この実施形態では、複数の買値および複数の呼値が、それに対応する価格と
整列して動的に表示される。また、本明細書では、そのような表示を使用して取引注文を
エントリするための方法およびシステムも説明する。
【００１３】
これらの実施形態、および本明細書でより詳細に説明するその他の実施形態は、電子取引
において商品に関する取引注文をエントリする際、したがって、取引注文を実行する際に
より高い効率およびより高い汎用性をトレーダに提供する。本発明のその他の特徴および
利点は、以下の詳細な説明から当分野の技術者には明白となる。ただし、詳細な説明およ
び特定の例は、本発明の好ましい実施形態を示してはいるが、例として提供され、限定す
るものではないことを理解されたい。本発明の趣旨を逸脱することなく、本発明の範囲内
で多くの変形および変更を行うことが可能であり、本発明は、すべてのそのような変更形
態を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】複数の取引所とクライアント・サイトの間のネットワーク接続を示す図である。
【図２】取引されている所与の商品の内部市場および市場深度を示すスクリーン表示を示
す図である。
【図３】本発明の「マーキュリー」表示を示す図である。
【図４】図３と比較して後の時点における値の動きを示す「マーキュリー」表示を示す図
である。
【図５】「マーキュリー」取引方法を例示するために設定されたパラメータを有する「マ
ーキュリー」表示を示す図である。
【図６】「マーキュリー」表示及び取引のためのプロセスを示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
（好ましい実施形態の詳細な説明）
添付の図面に関連して説明するとおり、本発明は、垂直平面上または水平平面上に市場深
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度を表示することによって取引の高速で正確な実行を確実にする表示及び取引方法を提供
し、市場深度は、市場価格が変動するにつれて平面全体を上下、左右に論理に従って変動
する。これにより、トレーダは、迅速かつ効率的に取引注文をエントリすることができる
。商品の市場深度は、市場における現在の買値および呼値、ならびに買いの取引量および
売りの取引量である。本発明の表示及び取引方法は、トレーダが、所望の価格および取引
量で注文を実行することができる可能性を高める。
【００１６】
好ましい実施形態では、本発明は、コンピュータ上または電子端末上で実施される。コン
ピュータは、取引所と直接または間接に（中間デバイスを使用して）通信して、市場情報
、商品情報、および取引注文情報を受信および送信することができる。コンピュータは、
トレーダと対話し、取引所に送信される取引注文の内容および特性を生成することができ
る。本発明のシステムは、本明細書で説明する機能を行う処理能力を備えた任意の既存の
、または将来の端末上またはデバイス上に実装できるものと想定されている。本発明の範
囲は、使用する端末またはデバイスのタイプで限定されるものではない。さらに、本明細
書は、端末表示に対するユーザ入力およびユーザ対話のための手段としてマウスの単一回
のクリックをユーザの単一のアクションの例として記載している。これは、対話の好まし
いモードを説明するが、本発明の範囲は、入力デバイスとしてマウスの使用に限定される
ことも、ユーザの単一のアクションとしてマウス・ボタンのクリックに限定されることも
ない。反対に、マウス・ボタンまたはその他の入力デバイスの１回のクリックを含むか、
または複数回のクリックを含むかに関わらず、短い期間中のユーザによる任意のアクショ
ンが、本発明ではユーザの単一のアクションと見なされる。
【００１７】
システムは、単一の取引所において取引を可能にする、または複数の取引所において同時
に取引を可能にするように構成することができる。複数の取引所との本発明のシステムの
接続を図１に示している。この図は、ルータ１０４～１０６を介してゲートウェイ１０７
～１０９に接続された複数の主取引所１０１～１０３を示している。取引ステーションと
して使用するための複数のクライアント端末１１０～１１６が、ゲートウェイ１０７～１
０９に対する自らの接続を介して複数の取引所において取引を行うことができる。システ
ムが、複数の取引所からデータを受信するように構成されている場合、好ましい実施形態
は、様々な取引所からのデータを単一の形式に変換することである。この「変換」機能を
図１に関連して以下に説明する。アプリケーション・プログラム・インターフェース（図
に描いた「ＴＴ　ＡＰＩ」）が、異なる取引所からの着信データ形式を単一の好ましいデ
ータ形式に変換する。この変換機能は、ネットワークの中の任意の場所に配置することが
でき、例えば、ゲートウェイ・サーバに、個々のワークステーションに、またはゲートウ
ェイ・サーバと個々のワークステーションの両方に配置することができる。さらに、ゲー
トウェイ・サーバにおける記憶装置およびクライアント・ワークステーションにおける記
憶装置、および／またはその他の外部記憶装置が、市場におけるクライアントのアクティ
ブな注文、つまり、満たされても、取消されてもいない注文をリストする注文簿などの過
去のデータをしまっておく。異なる取引所からの情報をクライアント・ワークステーショ
ンにおいて１つのウィンドウで表示する、または複数のウィンドウで表示することが可能
である。したがって、本明細書の以降では取引端末が接続されている単一の取引所に言及
するが、本発明の範囲は、本明細書で説明する取引方法に従い、単一の取引端末を使用し
て複数の取引所において取引を行う能力を含む。
【００１８】
本発明の好ましい実施形態は、「市場深度」の表示を含み、トレーダが、商品の市場深度
を閲覧し、その市場深度の中で取引をコンピュータ・マウス・ボタンの単一回のクリック
で実行することができるようにする。市場深度は、市場における現在の買値および呼値、
ならびに買いの取引量および売りの取引量を有する注文簿を表す。言い換えれば、市場深
度は、内部市場に加え、以下に記載する制限を受ける市場に入札されたそれぞれの買いお
よび売りである。取引される商品に関して、「内部市場」とは、最高の買値および最低の
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呼値である。
【００１９】
取引所は、その取引所における各トレーダに価格情報、注文情報、およびエントリ情報を
送信する。本発明は、この情報を処理し、簡単なアルゴリズムおよびマッピング・テーブ
ルを介して、またはスクリーンにデータをマップする他の任意の同等のマッピング技法を
介して、理論グリッド・プログラムの中の位置に情報をマップする。スクリーン・グリッ
ドに対するそのような情報の物理マッピングは、当分野の技術者に周知の任意の技法で行
うことができる。本発明は、データをスクリーン表示にマップするのに使用する方法で限
定されるものではない。
【００２０】
本発明がどれだけの市場深度まで表示できるかは、どれだけの市場深度を取引所が提供す
るかに依存する。いくつかの取引所は、無限の市場深度を供給し、一方、他の取引所は、
全く市場深度を提供しないか、または内部市場から数次までの深度しか提供しない。また
、本発明のユーザは、どれだけの市場深度まで自身のスクリーン上に表示するかを選択す
ることができる。
【００２１】
図２は、　　　に出願された出願番号　　　の「市場深度表示によるクリック・ベース取
引」（Ｃｌｉｃｋ　Ｂａｓｅｄ　Ｔｒａｄｉｎｇ　ｗｉｔｈ　Ｍａｒｋｅｔ　Ｄｅｐｔｈ
　Ｄｉｓｐｌａｙ）という名称の本出願の所有者によって共通に所有される同時係属出願
で説明される発明のスクリーン表示を示し、この同時係属出願の内容は、言及することに
より本明細書に組み込まれる。この表示は、取引される商品の内部市場および市場深度を
示している。行１は、最良の（最高の）買値およびその取引量、ならびに最良の（最低の
）呼値およびその取引量である商品に関する「内部市場」を表している。行２～５は、取
引される商品に関する「市場深度」を表している。本発明の好ましい実施形態では、市場
深度の表示（行２～５）は、提供される次善の買いを列２０３の中に、売りを列２０４の
中にリストしている。また、各価格レベルに対する有効な買いの取引量および有効な売り
の取引量もそれぞれ、列２０２および２０５の中に表示されている（内部市場－行１）。
内部市場および市場深度に関する価格および取引量は、そのような情報が市場から中継さ
れるにつれ、リアルタイムで動的に更新される。
【００２２】
図２に示すスクリーン表示において、取引されている商品（契約）が、文字列「ＣＤＨ０
」によって行１の中に示されている。深度列２０８が、異なるカラーを表示することによ
り、ステータスをトレーダに知らせる。イエローは、プログラム・アプリケーションが、
データを待っていることを示す。レッドは、市場深度が、サーバからデータを受信するこ
とに失敗し、「タイムアウト」になったことを示す。グリーンは、データが更新されたば
かりであることを示す。この図およびその他のすべての図におけるその他の列の見出しは
、次のとおり定義される。ＢｉｄＱｔｙ（Ｂｉｄ　Ｑｕａｎｔｉｔｙ）：各有効な買いに
関する取引量、ＢｉｄＰｒｃ（Ｂｉｄ　Ｐｒｉｃｅ）：各有効な買いに関する価格、Ａｓ
ｋＰｒｃ（Ａｓｋ　Ｐｒｉｃｅ）：各有効な売りに関する価格、ＡｓｋＱｔｙ（Ａｓｋ　
Ｑｕａｎｔｉｔｙ）：各有効な売りに関する取引量、ＬａｓｔＰｒｃ（Ｌａｓｔ　Ｐｒｉ
ｃｅ）：市場で照合した最新の買いと売りに関する価格、およびＬａｓｔＱｔｙ（Ｌａｓ
ｔ　Ｑｕａｎｔｉｔｙ）：最新の価格で取引された取引量。Ｔｏｔａｌは、所与の商品の
取引された取引量を表す。
【００２３】
スクリーン表示の構成自体が、既存のシステムよりも便利で効率的な仕方でユーザに通知
を行う。トレーダは、市場深度を閲覧することによって相当な利点を得る。その理由は、
トレーダが、市場における注文の動向を見ることができるからである。市場深度表示は、
異なる価格レベルで市場が所与の商品に対して有する関心をトレーダに示す。大量の買い
または売りが、市場においてトレーダの持高付近にある場合、トレーダは、内部市場が注
文の泥沼に達する前に売る、または買うべきであると感じる可能性がある。内部市場を上
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回る、または下回る注文の欠如が、内部市場の付近で注文をエントリするようにトレーダ
に促す可能性がある。市場深度を見ることなしには、そのような戦略を全く利用すること
ができない。動的市場深度が、取引される商品の買いの取引量および売りの取引量、なら
びに買値および呼値を整列して、その商品の現在の内部市場の下に表示されることにより
、直観的で容易に理解可能な仕方で情報がユーザに伝えられる。本発明の使用を介して、
ユーザが、商品の取引の動向およびその他の関係のある特性をより容易に特定できる。
【００２４】
様々な省略語がスクリーン表示で使用され、具体的には、本明細書に再現したスクリーン
表示の列の見出しで使用される。いくつかの省略語は、前に説明した。一般的な省略語お
よびその意味のリストを表１に提供する。
【表１】
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【００２５】
本明細書で説明するとおり、本発明の表示及び取引方法は、図２に示すような市場深度の
表示が使用されるシステムに優るある利点をユーザに提供する。本発明の「マーキュリー
」表示及び取引方法は、垂直平面上または水平平面上に市場深度を表示することによって
取引の高速で正確な実行を確実にし、市場深度は、市場価格が変動するにつれて平面全体
を上下、左右に論理に従って変動する。これにより、トレーダが、迅速で効率的に取引す
ることが可能になる。そのような「マーキュリー」表示の例を図３のスクリーン表示に示
している。
【００２６】
市場深度の表示、および市場深度の中でトレーダが取引を行う仕方は、多くのトレーダが
実質的によりよく、より高速で、より正確であると感じる異なる仕方で実現することがで
きる。さらに、いくらかのトレーダは、市場深度の表示が分かり難いと感じる可能性があ
る。図２に示した表示では、市場深度が垂直に表示され、したがって、買値と呼値がとも
にグリッドを下降する。買値は、価格が下がるにつれて市場グリッドを下降する。また、
呼値も、価格が実際に上昇するのにつれて市場グリッドを下降する。いくらかのトレーダ
は、この組み合わせを直観に反し、分かり難いと考える可能性がある。
【００２７】
「マーキュリー」表示は、この問題を革新的で論理的な仕方で克服する。また、「マーキ
ュリー」は、注文エントリシステム、市場グリッド、エントリウィンドウ、および市場注
文の要約を１つの簡単なウィンドウの中で提供する。そのような凝縮された表示は、極め
て効率的な仕方で取引をエントリし、追跡することによって取引システムを実質的に単純
化する。「マーキュリー」は、市場深度を論理的に、垂直にまたは水平に、または他の何
らかの好都合な角度または構成で表示する。便宜のために垂直フィールドを図に示し、説
明しているが、フィールドは、水平であること、またはある角度にあることが可能である
。「マーキュリー」は、取引の速度、ならびに所望の価格において所望の取引量で注文を
エントリする可能性をさらに高める。本発明の好ましい実施形態では、「マーキュリー」
表示は、価格の静的な垂直列であり、買いの取引量および売りの取引量が、価格の列の隣
りの垂直列の中に表示され、対応する買値および呼値と整列される。この表示の例を図３
に示している。
【００２８】
買いの取引量は、ＢｉｄＱとラベル付けされた列１００３の中にあり、また売りの取引量
は、ＡｓｋＱとラベル付けされた列１００４の中にある。所与の商品に関する価格からの
代表的ティック（ｔｉｃｋ）を列１００５の中に示している。列は、価格全体（例えば、
９５．８９）をリストせず、代りに、最後の２桁（例えば、８９）だけをリストする。示
した例では、内部市場は、セル１０２０で、８９（最善の買値）において１８（最善の買
いの取引量）であり、９０（最善の呼値）において２０（最善の売りの取引量）である。
本発明の好ましい実施形態では、これら３つの列は、異なるカラーで示され、トレーダが
、それらの列を迅速に区別することができるようになっている。
【００２９】
価格の列の中の値は、静的であって、再集中コマンドを受けない限り（後に詳細に説明す
る）、通常、変化しない。ただし、Ｂｉｄ列およびＡｓｋ列の中の値は、動的であって、
所与の商品に関する市場深度を反映するように（垂直の例では）上下に動く。ＬＴＱ列１
００６は、商品の最新の取引量を示す。価格値に対する取引量値の相対ポジションが、そ
の取引量が取引された価格を反映する。Ｅ／Ｗ（エントリされた／有効な）とラベル付け
された列１００１が、トレーダの注文の現在のステータスを表示する。各注文のステータ
スは、エントリされた価格の行の中で表示される。例えば、セル１００７の中で、Ｓの隣
りの数字が、特定の行の中の価格において売却されたトレーダの注文したロットの数を示
す。Ｗの隣りの数字は、市場にあるが、満たされていない、すなわち、システムがその注
文を満たそうとしているトレーダの注文したロットの数を示す。この列の中のブランクは
、その価格でエントリされた注文または有効な注文を示す。セル１００８の中で、Ｂの隣
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りの数字は、その特定の行の中の価格において購入されたトレーダの注文したロットの数
を示す。Ｗの隣りの数字は、市場にあるが、満たされていない、すなわち、システムがそ
の注文を満たそうとしているトレーダの注文したロットの数を示す。
【００３０】
様々なパラメータが設定され、情報が列１００２において提供される。たとえば、セル１
００９の「１０：４８：４４」は実際の時間を示す。セル１０１０のＬおよびＲフィール
ドは取引量の値を示し、これを、エントリ済の注文取引量に追加することができる。この
プロセスを以下で、「マーキュリー」での取引に関して説明する。セル１０１１で、Ｌお
よびＲフィールドの下に、現在の市場数量を表す数が表示される。これは、選択された契
約について取引されているロットの数である。セル１０１２「Ｘ１０」は正味取引量を表
示し、これは選択された契約におけるトレーダの現在のポジションである。数「１０」は
、トレーダの買いから売りを差し引いたものを表す。セル１０１３は「現在取引量」であ
り、このフィールドは、トレーダが市場に送る次の注文の取引量を表す。これを左右のク
リック（上および下）により、あるいはセル１０１４の「現在取引量」の下に表示される
ボタンをクリックすることによって調整することができる。これらのボタンは現在取引量
を、指示された量だけ増加させ、たとえば、「１０」では１０だけ増加させ、「１Ｈ」で
は１００だけ増加させ、「１Ｋ」では１０００だけ増加させる。セル１０１５は「クリア
」・ボタンであり、このボタンをクリックすると「現在取引量」フィールドがクリアされ
る。セル１０１６は「取引量明細」であり、これは、トレーダが３つの「取引量明細」か
ら選択することができるプル・ダウン・メニューである。このプル・ダウン・メニューは
、ウィンドウの矢印ボタンがクリックされたときに表示される。ウィンドウには、「Ｎｅ
ｔＰｏｓ」、「オフセット」、およびトレーダが数を入力することができるフィールドが
含まれる。数をこのフィールドに入れると、デフォルトの買いまたは売りの取引量が設定
される。このフィールドで「オフセット」を選択すると、セル１０１０のＬ／Ｒボタンが
使用可能になる。このフィールドで「ＮｅｔＰｏｓ」を選択すると、現在の正味取引量（
トレーダのネット・ポジション）がトレーダの次の取引のための取引量として設定される
。セル１０１７は＋／－ボタンであり、これらのボタンは画面のサイズを、より大きく（
＋）あるいはより小さく（－）変更する。セル１０１８はＮｅｔ　０を呼び出すために使
用され、このボタンをクリックすると「正味取引量」（セル１０１１）がゼロにリセット
される。セル１０１９は、Ｎｅｔ　Ｒｅａｌを呼び出すために使用され、このボタンをク
リックすると「正味取引量」（セル１０１１）がその実際のポジションにリセットされる
。
【００３１】
内部市場および市場深度は、市場の価格が増減するにつれて上昇かつ下降する。たとえば
、図４は、図３のものと同じ市場であるが、後のインターバルで、内部市場、セル１１０
１、が３チック上がったときを表示する画面を示す。ここでは、商品のための内部市場が
９２（最適な買値）で４３（最適な買いの取引量）であり、９３（最適な呼値）で６３（
最適な売りの取引量）である。図３および４を比較すると、価格列が静的なまま残ってい
るが、対応する買いおよび売りは価格列を上がったことがわかる。市場深度は同様に価格
列を上昇かつ下降し、市場の垂直的履歴を残す。
【００３２】
市場が価格列を上昇あるいは下降するにつれて、内部市場はトレーダの画面上に表示され
た価格列より上に行くか下に行く可能性がある。通常、トレーダは内部市場を見て将来の
取引を査定できることを望む。本発明のシステムは、１クリック集中機能によりこの問題
に対処する。「Ｎｅｔ　Ｒｅａｌ」ボタンの下のグレーのエリア１０２１内でいずれかの
ポイントを単一回クリックすると、システムが内部市場をトレーダの画面上で再集中する
。また、３つのボタン付きのマウスを使用しているとき、中央のマウス・ボタンをクリッ
クすると、マウス・ポインタの位置にかかわりなく、内部市場がトレーダの画面上で再集
中される。
【００３３】
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同じ情報および機能を水平方式で表示かつ使用可能にすることができる。市場が、図３お
よび４に示す垂直「マーキュリー」表示を上昇かつ下降するように、水平「マーキュリー
」表示においては市場が左右に移動する。データの動的表示から収集された同じデータお
よび同じ情報が提供される。他の向きを使用してデータを動的に表示することができ、こ
のような向きは本発明の範囲内に入るように意図されることは想定される。
【００３４】
次に、商品取引、および特に「マーキュリー」表示を使用した取引発注について記載する
。「マーキュリー」表示および取引方法を使用して、トレーダは最初に所望の商品、およ
び適用可能である場合はデフォルトの取引量を指定する。次いで、トレーダは右または左
マウス・ボタンを単一回クリックして取引することができる。以下の式をシステムが使用
して、取引注文を生成し、取引注文に関連付けられる取引量および価格を決定する。以下
の略語がこれらの公式で使用される。すなわち、Ｐ＝クリックされた行の価格の値、Ｒ＝
Ｒフィールドの値、Ｌ＝Ｌフィールドの値、Ｑ＝現在の取引量、Ｑａ＝ＡｓｋＱ列におい
てＰに等しいかそれよりよい価格の総取引量の合計、Ｑｂ＝ＢｉｄＱ列においてＰに等し
いかそれより良好な価格の総取引量の合計、Ｎ＝現在ネット・ポジション、Ｂｏ＝市場に
送られた買い注文、およびＳｏ＝市場に送られた売り注文である。
【００３５】
右マウス・ボタンを使用してエントリされた注文
Ｂｏ＝（Ｑａ＋Ｒ）Ｐ　（式１）ＢｉｄＱフィールドがクリックされた場合。
Ｓｏ＝（Ｑｂ＋Ｒ）Ｐ　（式２）ＡｓｋＱフィールドがクリックされた場合。
【００３６】
左マウス・ボタンを使用してエントリされた注文
取引量明細フィールドで「オフセット」モードが選択された場合、
Ｂｏ＝（Ｑａ＋Ｌ）Ｐ　（式３）ＢｉｄＱフィールドがクリックされた場合。
Ｓｏ＝（Ｑｂ＋Ｌ）Ｐ　（式４）ＡｓｋＱフィールドがクリックされた場合。
取引量明細フィールドで「数」モードが選択された場合、
Ｂｏ＝ＱＰ　（式５）
Ｓｏ＝ＱＰ　（式６）
取引量明細フィールドで「ＮｅｔＰｏｓ」モードが選択された場合、
Ｂｏ＝ＮＰ　（式７）
Ｓｏ＝ＮＰ　（式８）
【００３７】
市場において使用可能な取引量、トレーダによってあらかじめ設定された取引量、および
どのマウス・ボタンをトレーダがクリックするかに従って変化する取引量について、注文
を市場へ送ることもできる。この機能を使用して、トレーダは市場における買いまたは売
りのすべてを、選択された価格またはそれより良好な価格で、１クリックにより売買する
ことができる。トレーダはまた、あらかじめ設定された取引量を、市場において発行済の
取引量から加算あるいは減算することもできる。トレーダが取引セル、すなわちＢｉｄＱ
またはＡｓｋＱ列をクリックした場合、トレーダは市場に注文をエントリする。注文のパ
ラメータは、どのマウス・ボタンをトレーダがクリックするか、およびどのような値をト
レーダがあらかじめ設定したかによって決まる。
【００３８】
図５の画面表示および値を使用して、「マーキュリー」表示および取引方法を使用した取
引発注を、以下で実施例を使用して記載する。ＢｉｄＱ列１２０１の１８を左クリックす
ると、１７ロット（取引量明細プル・ダウン・メニュー・セル１２０４上で選択された取
引量の数）の商品を８９の価格（Ｐｒｃ列１２０３において対応する価格）で売るための
注文が市場に送られる。同様に、ＡｓｋＱ列１２０２の２０を左クリックすると、１７ロ
ットを９０の価格で買うための注文が市場に送られる。
【００３９】
右マウス・ボタンを使用して注文が市場に送られ、これは市場においてその行における価
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格と等しいかそれより良好な価格の注文の合計取引量についてクリックされた行に、Ｒフ
ィールド１２０５の取引量を加算したものに対応する価格である。したがって、８７の価
格行のＡｓｋＱ列１２０２を右クリックすると、８７の価格で１５０の取引量の売り注文
が市場に送られる。１５０は、取引量３０、９７、１８および５のすべての合計である。
３０、９７および１８は、市場において、トレーダの売り注文価格の８７を満たすか、そ
れよりよい取引量のすべてである。これらの取引量がＢｉｄＱ列１２０１に表示される。
なぜならこの列が、市場において商品を対応する各価格で購入するための発行済の注文を
表すからである。取引量５は、Ｒフィールド１２０５であらかじめ設定された取引量であ
る。
【００４０】
同様に、同じ８７の価格レベルのＢｉｄＱ列１２０１を右クリックすると、８７の価格で
５の取引量についての買い指値注文が市場に送られる。この取引量は上記と同じ方法で決
定される。しかし、この実施例では、市場において、選択された価格に等しいかそれより
よい注文はなく、ＡｓｋＱ列１２０２にはこの価格に等しいかそれよりよい取引量はない
。したがって、等しいかそれよりよい取引量の合計はゼロ（「０」）である。トレーダに
よってエントリされた合計注文は、Ｒフィールドの値である５となる。
【００４１】
左マウス・ボタン、および取引量明細フィールド１２０４において選択された「オフセッ
ト」オプションによりエントリされた注文は、上記と同じ方法で計算されるが、Ｌフィー
ルド１２０６の取引量が、Ｒフィールド１２０５の取引量の代わりに加算される。したが
って、９２の価格行のＢｉｄＱ列１２０１を左クリックすると、９２の価格で９６の取引
量の買い注文が市場に送られる。９６は、取引量４５、２８、２０および３のすべての合
計である。４５、２８および２０は、市場において、トレーダの買い注文価格の９２を満
たすか、それよりよい取引量のすべてである。これらの取引量がＡｓｋＱ列１２０２に表
示される。なぜならこれはこの列が、市場において商品を対応する各価格で売るための発
行済の注文を表すからである。取引量３は、Ｌフィールド１２０６であらかじめ設定され
た取引量である。
【００４２】
ＬまたはＲフィールドの値は負の数になる可能性がある。これは実際上、市場に送られる
合計取引量を減少させる。すなわち、８７の価格行のＡｓｋＱ列１２０２を右クリックす
る実施例では、Ｒフィールドが－５であった場合、市場に送られる合計取引量は１４０（
３０＋９７＋１８＋（－５））となる。
【００４３】
トレーダが取引量明細フィールド１２０４で「ＮｅｔＰｏｓ」オプションを選択した場合
、右クリックをするとなお上に説明したように動作する。左クリックをすると、クリック
された価格行に対応する価格およびトレーダの現在のネット・ポジションに等しい取引量
の注文がエントリされる。トレーダのネット・ポジションは、選択された契約におけるト
レーダの現在のポジションである。すなわち、トレーダが、自分が売ったものより１０だ
け多い契約を買っていた場合、この値が１０となる。ＮｅｔＰｏｓは、右クリックにより
送られた注文の取引量には影響を与えない。
【００４４】
トレーダが取引量明細で数値を選択した場合、左クリックをすると、トレーダによって選
択された現在取引量についての注文が市場に送られる。現在取引量のデフォルト値は、取
引量明細フィールドに入力された数となるが、これを、現在取引量フィールド１２０４の
数字を調整することによって変更することができる。
【００４５】
本発明のこの実施形態により、トレーダが自分の有効な取引のすべてを、右または左のマ
ウス・ボタンを最終取引量（ＬＴＱ）列１２０７内の任意の場所で単一回クリックするこ
とにより、削除することもできる。これにより、トレーダが市場から即時に出ることがで
きる。トレーダはこの機能を、自分が資金を失いつつあり、かつ損失が増えることを止め
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場からすぐに出ることもできる。本発明により、トレーダは特定の価格レベルの自分の注
文のすべてを市場から削除することもできる。いずれかのマウス・ボタンでエントリ済／
有効（Ｅ／Ｗ）列１２０８内をクリックすることにより、クリックされたセルにおけるす
べての有効な注文が削除される。したがって、トレーダが、先に送った特定の価格の注文
でまだ満たされていないものが不十分な取引になるだろうと考えた場合、トレーダはこれ
らの注文を単一回のクリックで削除することができる。
【００４６】
上述の本発明の「マーキュリー」表示および取引方法を使用した取引発注のプロセスを、
図６の流れ図に示す。最初にステップ１３０１で、トレーダが「マーキュリー」表示を取
引端末画面上に出し、これが所与の商品についての市場を示す。ステップ１３０２で、パ
ラメータが、ＬおよびＲフィールドおよび「現在取引量」、「ＮｅｔＰｏｓ」または「オ
フセット」・フィールドなど、適切なフィールドにプル・ダウン・メニューから設定され
る。ステップ１３０３で、マウス・ポインタが「マーキュリー」表示におけるセル上に、
トレーダによって位置付けられ、クリックされる。ステップ１３０４で、システムが、ク
リックされたセルが取引可能なセルである（すなわち、ＡｓｋＱ列またはＢｉｄＱ列にあ
る）かどうかを決定する。そうでなかった場合、ステップ１３０５で、取引注文が作成あ
るいは送信されず、むしろ選択されたセルに基づいて他の取引量が調整されるか、あるい
は機能が実行される。そうでない場合、ステップ１３０６で、システムが、クリックされ
たものがマウスの左ボタンであったか右ボタンであったかを決定する。これが右であった
場合、ステップ１３０７で、システムがステップ１３１０で注文の合計取引量を決定する
ときにＲフィールドの取引量を使用する。左ボタンがクリックされた場合、ステップ１３
０８で、システムが、オフセット、ＮｅｔＰｏｓまたは実際の数のうちどの取引量明細が
選択されたかを決定する。
【００４７】
オフセットが選択された場合、ステップ１３０９で、システムがステップ１３１０で注文
の合計取引量を決定するときにＬフィールドの取引量を使用する。ＮｅｔＰｏｓが選択さ
れた場合、ステップ１３１２で、システムが、取引注文のための合計取引量が現在のＮｅ
ｔＰｏｓ値、すなわち所与の商品におけるトレーダのネット・ポジションになることを決
定する。実際の数が取引量明細として使用された場合、ステップ１３１１で、システムが
、取引注文のための合計取引量がエントリ済の現在取引量になることを決定する。ステッ
プ１３１０で、システムは、取引注文のための合計取引量が、Ｒフィールドの値（ステッ
プ１３０７が取られた場合）またはＬフィールドの値（ステップ１３０９が取られた場合
）に、市場においてクリックされた行の価格より良好か、あるいはそれに等しい価格につ
いてのすべての取引量を加算したものになることを決定する。これにより、市場において
トレーダによってエントリされている注文を満たすであろう各注文のための取引量（これ
にＬまたはＲの値を加算）を合計する。
【００４８】
ステップ１３１０、１３１１または１３１２の後、ステップ１３１３で、システムが、Ｂ
ｉｄＱまたはＡｓｋＱのうちどちらの列がクリックされたかを決定する。ＡｓｋＱがクリ
ックされた場合、ステップ１３１４で、システムが売り指値注文を、すでに決定された合
計取引量についての行に対応する価格で市場に送る。ＢｉｄＱがクリックされた場合、ス
テップ１３１５で、システムが買い指値注文を、すでに決定された合計取引量についての
行に対応する価格で市場に送る。
【００４９】
上の本発明および特定の実施例の説明は、本発明の好ましい実施形態を示すものであるが
、限定ではなく例として与えられるものであることを理解されたい。本発明の範囲内の多
数の変更および修正を、その精神から逸脱することなく行うことができ、本発明はこのよ
うな変更および修正のすべてを含む。
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